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Ps. fluorescensおよび黒腐細菌病菌 Ps. tolaasiiとは異



















D（+）アラビトール : 10g, カザミノ酸ビタミンフリー :
5g, 塩化リチウム : 7g, グリシン : 3g, 塩化ナトリウム :
5g, 硫酸マグネシウム七水和物 : 0.3g, ドデシル硫酸ナ
トリウム : 50mg, ブロモチモールブルー : 60mg, 寒天 :
15g, pH 7.2】を開発した。A-D3培地上で Ew. ameri-


























す細菌が分離された。分離菌は 16S rRNA 遺伝子解析
の結果，Ew. americanaと 99%以上の相同性を示した。
これら分離菌を菌床シイタケに接種した結果，病原性を
有することが確認された。さらに，菌掻き直後のヒラタ
ケ栽培ビンに接種すると，菌傘の一部またはすべてが黄
褐色に変色した子実体が発生し，接種後の温度が高いと
激しい病徴を呈した。一方，Ps. tolaasii（814）をヒラ
タケの栽培ビンに接種すると，ヒラタケ子実体の菌傘上
に褐色の斑点が生じ，徐々に融合して広がり，菌傘全体
が黄褐変することが確認され，Ew. americanaを接種
した病徴とは明らかに異なった。以上のことから，Ew.
americana は自然栽培のシイタケに加えて，施設栽培
のヒラタケに対して生育阻害要因になることがわかっ
た。
1997年夏，大分県内においてビン栽培のエリンギ子
実体が白色の糸状菌に覆われ，軟化腐敗する症状の発生
情報が寄せられた。発生調査を行った 2か所の栽培地で
は，従来ブナシメジまたはヒラタケの生産を行っていた
が，今後需要の増加が見込まれるエリンギ栽培を試験的
に開始した。当時エリンギは国内での栽培事例は少ない
が，ブナシメジやヒラタケ栽培に準拠する方法で栽培が
可能であったことから，生産者は本格的な導入に移行し
ていた。しかし，エリンギ子実体が白色糸状菌に覆われ
る症状が徐々に見られ，菌掻き後の栽培ビンに白色糸状
菌の蔓延が散見されるようになると，経済的な被害は急
速に大きくなった。
エリンギ子実体上で生育する白色糸状菌は，ポテトデ
キストロース寒天培地で分離培養が可能で，培地上に多
量の分生子を形成することから，分生子を健全なエリン
ギ子実体に接種する方法で病原性の確認を行った。分離
菌（OMI 9801）の分生子懸濁液（約 106個/mL）を生育
中のエリンギ幼子実体に噴霧接種すると，3日後の子実
体上に白色糸状菌の生育が認められ，7日後には子実体
全体を覆い，軟化腐敗したことから原病徴が再現され
た。また，再分離菌と接種菌の培養性状は一致したこと
から，エリンギ軟化腐敗症状の原因菌を特定した。原因
菌は培養および形態的特徴から，既知のエノキタケおよ
びブナシメジのわたかび病菌と同一種 Cladobotryum
variumと同定した。C. variumによるエリンギの病害
は報告例がないことから，本病をエリンギわたかび病
（White mould）と命名した。
エリンギわたかび病菌 C. variumの分生子をエリン
ギの生育工程毎に噴霧接種すると，約 102個/mL以上の
濃度で子実体の変性が見られ，原基形成期に感染すると
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激しい病徴を発現することがわかった。また，エリンギ
培養段階に接種すると，約 106個/mLの接種では栽培ビ
ンの側面に拮抗線が見られ，これらの栽培ビンからは健
全なエリンギ子実体は生育しなかった。しかし，約 106
個/mL以下の接種では，菌掻き時の栽培ビンに外観上
異状を認めなかったが，約 102個/mL以上の濃度で接種
した栽培ビンからは，変性した子実体の発生が認められ
た。したがって，低濃度で感染した培養ビンを種菌とし
て利用すると，短期間でエリンギわたかび病が拡大する
可能性が示唆された。
エリンギわたかび病菌 C. variumの分生子をエノキ
タケ，ブナシメジおよびヒラタケの栽培ビンに接種する
と，各子実体上において C. variumが生育することを
確認した。発病調査を行った 2箇所の栽培施設では，同
一発生舎においてエリンギとヒラタケまたはブナシメジ
を同時に栽培していたが，生産者はエリンギ栽培を開始
する以前に，ヒラタケおよびブナシメジに白色糸状菌が
生育する症状を稀に認めていた。したがって，C. varium
はエリンギ栽培を開始する以前からヒラタケおよびブナ
シメジの発生舎に生息し，新たに同一発生舎で栽培した
エリンギに対して，激しい生育阻害を起こしと推察し
た。
きのこの菌床栽培は閉鎖的な施設で行われるため，一
旦病害が発生すると大きな経済的被害を及ぼすことが知
られている。発病確認後の対策として，変性子実体や培
養不良ビンの早期除去を基本とする栽培環境の清浄化が
行われている。そこで，エリンギわたかび病が発生した
栽培施設において，有効な清浄方法を確立する目的に，
エリンギわたかび病菌 C. variumの分生子発芽および
菌糸伸長に及ぼす薬剤の影響を調査した。C. variumの
分生子を有効成分 500mg/mL のヒビテン，オスバンお
よびミクロトール Hで 5分間処理することで，発芽は
完全に阻害された。しかし，これらの薬剤はエリンギ菌
糸の生育を阻害するので，使用場面は限定されることが
わかった。C. variumの菌糸伸長阻害効果は，ベンレー
トおよびパンマッシュで高く，エリンギの原基形成期に
使用する被覆資材を薬剤処理することでエリンギわたか
び病の発病は防止され，その効果は持続することを確認
した。以上のことから，エリンギわたかび病の伝染防止
には，これらの薬剤を適正濃度に使用し，施設内の消毒
を行えば有効であると考えられる。また，エリンギわた
かび病の発病は，エリンギの培養期間の影響を受けるこ
とが判明し，エリンギ菌株間で耐性に差があることもわ
かったことから，耐病性品種の作出によって，発病を防
止する可能性を示すことができた。
本論文は，原木栽培のシイタケを褐変腐敗させる細菌
および菌床栽培のエリンギに寄生する糸状菌を，基質上
で生育中の幼子実体に接種する方法で病原性を確認し，
原因菌の同定，感染経路の特定および防除方法の検討を
行ったものである。これらの研究成果は，きのこ生産地
で発病の防止または軽減させる対策を講じるための基礎
的かつ応用的な知見が含まれ，きのこの安定生産に大き
く貢献するものである。
審査報告概要
きのこ栽培産業は近年発展の一途を遂げているが，そ
の主要な生産阻害要因として病害の発生が世界各地で認
められるようになってきた。申請者はこれら病害の中で
病原が特定されていなかったシイタケ子実体の褐変腐敗
症状およびエリンギの軟化腐敗症状に着目し，その病原
を明らかにして病名を確定させるとともに，発生生態を
調査して病害発生抑制のための防除指針を策定した。特
にシイタケ腐敗症状については，既報の病原に加えてそ
れまでわが国に発生の認められていなかった新たな病原
細菌を見出し，これを Ewingella americanaと同定し
腐敗病と命名した。また栽培環境や野外での発生状況を
入念に調査して病害発生の経路を推定し，病害発生抑制
手段として新たなほだ木の管理手法を提案した。さらに
エリンギのわたかび症状については，他種のきのこに発
生するわたかび病と同様 Cladobotryum variumが病原
であることを確定するとともに，エリンギでは初発生と
なるためわたかび病と命名し，エリンギをはじめとする
種々のビン栽培きのこでの本病発生を抑制するための管
理手法を提案した。以上，本論文は栽培きのこ類につい
て大きな被害を与える病害の病原を明らかにするととも
に，栽培環境の改善や消毒手法について生産現場におけ
る具体的な手法を提案して病害発生を抑制することに大
きく貢献したものであり，審査員一同は著者に博士（農
学）の学位を授与するに値すると判断した。
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